
南
区
ふ
れ
あ
い
街
づ
く
り
事
業

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

▲（仮称）ウタリ交流施設完成予想図

各
地
区
の
個
性
あ
ふ
れ

る
街
づ
く
り

各
地
区
の
歴
史
や
文
化
、
自
然

環
境
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
た
、

住
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。
ち
ょ
う

簾
舞
地
区
で
は
、「
蝶
の
森
造

成
事
業
」、
藤
野
地
区
で
は
、「
花

の
ま
ち
推
進
事
業
」、
芸
術
の
森

地
区
で
は
「
文
化
マ
ッ
プ
の
作

成
」
な
ど
各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
展
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

環
境
問
題
な
ど
今
日
的

な
課
題
へ
の
取
り
組
み

地
下
鉄
駅
周
辺
に
お
け
る
ポ
イ

捨
て
防
止
と
い
っ
た
環
境
美
化
運

動
や
交
通
環
境
改
善
の
た
め
の
検

討
会
な
ど
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
環

境
問
題
に
取
り
組
み
、
支
援
を
行

う
予
定
で
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
対
策
と
し

て
、
地
域
主
体
の
取
り
組
み
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
す
る

ほ
か
、
健
康
づ
く
り
や
子
育
て
の

推
進
に
か
か
わ
る
世
代
間
ふ
れ
あ

い
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
推
進
と
南
区

か
ら
の
情
報
発
信

環
境
美
化
や
福
祉
な
ど
地
域
に

お
け
る
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
南
区
へ
の
愛
着
の
気
持

ち
を
強
め
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
各

種
情
報
を
区
か
ら
も
積
極
的
に
発

信
し
ま
す
。

区
制
三
十
周
年
記
念
事
業

区
制
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、

区
に
昔
か
ら
伝
わ
る
逸
話
を
ま
と

み
な
み

く

か
い

た
く

や

わ

め
た『
南
区
開
拓
夜
話
』
を
作
製

し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

南
区
七
ペ
ー
ジ
（
区
民
の
ペ
ー

ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
六
月
下
旬
に
は
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
や
講
演
、
絵
画
展
を
行
う

予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
広

報
さ
っ
ぽ
ろ
六
月
号
の
区
民
の
ペ

ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
仮
称
）
ウ
タ
リ
交
流

施
設
建
設

ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
を
保
存
・

継
承
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
ア

イ
ヌ
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、（
仮
称
）ウ
タ
リ
交
流
施

設
を
小
金
湯
に
建
設
し
て
い
ま
す
。

地
上
二
階
建
て
の
こ
の
施
設
に

は
、
伝
統
芸
能
を
上
演
す
る
交
流

ホ
ー
ル
や
伝
統
民
具
を
展
示
す
る

展
示
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

屋
外
の
庭
園
に
は
、
古
式
住
居
の

復
元
展
示
や
人
工
池
な
ど
を
配
置
。

平
成
十
五
年
春
に
開
館
す
る
予
定

で
す
。

平成１４年度南区主要事業紹介

ややすすららぎぎをを感感じじらられれるるままちち、、南南区区

▲昨年行われた世代間ふれあい交流事業の様子（真駒内公園）

豊かな緑と清らかな水に恵まれた南区では、自

然と都市生活との共存を図り、快適で安心な生

活環境づくりを目指しています。

より魅力ある街にするために、今年度行う予定

のさまざまな事業をご紹介します。
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